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 スマトラ沖地震の発生によって、アチェ州の中心都市バンダアチェは、多きな津波の被害を被った。近年の

津波被害の中でも今回の津波被害において特筆すべき点は、都市の中心地域にまで津波被害が及んだことである。 

この点を確認するために、バンダアチェを襲った津波被害を、都市構造に照らして確認する。 

まず、バンダアチェの都市構造を描くために、この都市で生まれ育った学者にインタビューして、都市の認知

地図を作成した。この都市の認知地図に、津波被害を重ねると、次のことが判明した。 

1)バンダアチェ王国時代からの歴史を持つ、この都市の中心部まで津波が到達したこと。したがって、今回の

津波は、この都市の中心部まで侵入した。 

2)しかしながら、オフィス地域は、津波被害の外周部に位置している 

3)津波被害地域は居住地域を広範に含んでいる。 

4)都市の開発の歴史から見ると、バンダアチェ旧市街地と臨海漁業集落との中間地域に、新しい市街地発展し

ているが、その新市街地も大きな被害を被った。 

5)ただし、新市街地の中でも、南部の旧市街地の外周部に発展した地域は津波被害を被っていない。 

6)住宅の階層構成を見ると、低階層住民の居住地と上げられた地域はすべて津波被害を被っているが、高階層

地域については、半分は津波被害を免れている。 

 以上のように、津波の被害の社会的様相をまとめることができる。 


